
自治会町内会長 各位 

旭区スポーツ推進委員連絡協議会事務局長 

（旭区地域振興課長） 

自治会町内会での旭区スポ推便の掲示について（依頼） 

日頃から、旭区のスポーツ振興に御理解、御協力いただき厚くお礼申し上げます。 

 さてこの度、当協議会では広報誌「旭区スポ推便」を発行いたしました。スポーツ推進

委員の活動について広く区民の皆様にご案内するため、各自治会町内会での掲示について

ご協力を賜りたく存じます。なお、各掲示板につき２部ずつご用意しておりますので、差

し支えなければ裏表両方を掲示していただけますよう、重ねてお願い申し上げます。 

自治会町内会長の皆様におかれましては、お忙しい中大変恐縮ですが、どうぞよろしく

お願いいたします。 

担当：旭区地域振興課生涯学習支援係 

奥津、横田 

 TEL 045-954-6099 
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令和５年３月発行（第１号）
●発行者
旭区スポーツ推進委員連絡協議会
●事務局
旭区役所地域振興課内

第33期旭区スポーツ推進委員は、19地区の連合自治会町内会から推薦
された228名で活動しています。スポーツ推進委員の主な活動は、横浜マラ
ソン大会、世界ワールドトライアスロンシリーズ横浜大会の運営支援と、旭区
内で主催する旭区民スポーツ祭の企画運営、旭ズーラシア駅伝の運営支援。
そして、各連合自治会町内会のレクリエーション大会の企画運営等、多岐に
わたり活動しています。中でも旭区民スポーツ祭は、1980年から40年以上も
継続して実施している旭区が誇る伝統の大会です。2020年、2021年は、新型
コロナウイルス感染症拡大防止の観点から中止していましたが、2022年度は、
3年ぶりの大会開催に向け、組織を挙げて感染症防止ガイドラインを準備し、
6月15日に開会式、8月大会は4種目、9月大会は１種目（雨天で2種目が
中止）、11月大会は3種目を開催し、感染者を出す事もなく、11月19日の表彰
式を迎える事ができ、総合優勝は笹野台地区の2連覇達成で幕を閉じました。
しかし、来期以降もコロナ禍の開催となった場合、新たな変異株の感染症
対策や、新型コロナウイルス感染症拡大で減少した参加者をより戻す取組み、

また、小学生から高齢者まで、だれでも参加しやすい種目への移行等の課題もありますが、区民の
皆さんが、生涯スポーツとして、安心して家族や仲間で楽しめる地域に根差したスポーツ環境の構築
を今後も推進して参ります。

旭区スポーツ推進委員
連絡協議会
岩﨑貢会長

旭区スポーツ推進委員連絡協議会の皆様には、日頃から地域に根ざした
スポーツ・レクリエーション活動の振興にご尽力いただき、心より御礼申し上げます。
旭区では、スポーツを通じた交流の輪を広げ、自分らしく健やかに暮らせる

まちづくりを進めようと、市内最多となる228名のスポーツ推進委員の皆様に
活動いただいています。令和４年度は、旭区が誇る『旭区民スポーツ祭』を
３年ぶりに開催し、旭区一丸となって盛り上がることができました。
今後とも、スポーツ振興を通じて、子育て世代をはじめあらゆる世代に選ばれ

続ける「ふるさと旭」の実現を目指してまいりますので、引き続きのお力添えを
よろしくお願い申し上げます。

月 行事 月 行事

５月 世界ワールドトライアスロン
シリーズ横浜大会

10月 横浜マラソン大会

６月 旭区民スポーツ祭総合開会式 10月 旭ふれあい区民まつり

７月 審判員講習会と救命講習会を隔年
ごとに実施

11月 旭区民スポーツ祭11月大会

８月 旭区民スポーツ祭８月大会 11月 旭区民スポーツ祭総合表彰式
９月 旭区民スポーツ祭９月大会 １月 旭ズーラシア駅伝
９月 横浜シーサイドトライアスロン大会 ３月 旭区スポーツ人のつどい

区

旭区スポーツ推進委員おたより

旭区長権藤由紀子

会長あいさつ



旭区民スポーツ祭は、区民の体力向上・健康維持、青少年の健全育成、及び地域の活性化
を図ることを目的として開催しています。

旭区民スポーツ祭実行委員会は、旭区連合自治会町内会連絡協議会・旭区スポーツ協
会・旭区スポーツ推進委員連絡協議会・旭区青少年指導員連絡協議会・旭区子ども会育成
連絡協議会・旭区老人クラブ連合会から、それぞれの代表者をもって組織されています。

大会種目としては10種目です。各種目で、優勝8点、準優勝7点、3位6点、4位5点、
以下4点、3点、参加点5点で、19の連合会で全種目の得点合計で1位から6位までの地区
を決定し表彰します。

2022年度では、新型コロナウイルス感染症対策として選手及び大会従事者は大会当日
の一週間前より体温測定結果を体調管理シートに記載して大会に臨みました。原則として
全員マスク着用、会場では無観客開催とし、保護者同伴の種目についても密を避けるため
試合会場の外でお待ち頂くなどの対策をして実施いたしました。当然ではありますが、手
指アルコール消毒励行と拍手での応援となりました。

今年度は少年野球と成人男子ソフトボールが天候・グラウンド不良により中止となって
しまいましたが、3年ぶりの開催で各種目で選手たちの目は輝いていました。

少女ミニ・バスケットボール

三世代輪投げ成人男子インディアカ

少年ソフトボール少年野球成人男子ソフトボール

成人女子バレーボールあさひボッチャ

グラウンドゴルフ

成人男女卓球

総合表彰式の様子

👉👉 19地区会長の皆さんをご紹介👈👈
地区名 氏名 地区名 氏名 地区名 氏名 地区名 氏名

鶴ヶ峰 志賀恒雄 川井 櫻井貞昭 希望が丘南 上畑敏夫 旭中央 須藤賢一

白根 庄司正良 若葉台 長沼伸行 さちが丘 石塚慶和 旭南部 松田秀一

旭北 髙井多美子 笹野台 岩城文吉 万騎が原 土岐武信 左近山 小田博

上白根 衛藤幸男 希望が丘 小林隆広 二俣川 阿久津康久 市沢 浅井昇

今宿 岩﨑貢 希望が丘東 佐藤雄一 二俣川ﾆｭｰﾀｳﾝ 庄司行弘 よろしくお願いします!!

※令和５年４月に改選があります
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